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委員の皆様から提出していただいた地域課題について 

 

 協議の仕方 

第２回目のまちづくり懇話会のときに、ワークショップ形式で意見交換します。 

 

 

 

 

 

 ワークショップとは？。 

テーマに沿って参加者が自由な発想で意見交換を行い、お互いに協力しながら答

えを導き出す形式のことです。 

 

 

 ワークショップの進め方 

 ① 班毎に分かれます。（事務局側で決めさせていただきます。） 

      ↓ 

 ② 進行役を決定します。（事務局側で決めさせていただきます。） 

      ↓ 

 ③ 自分たちの思いや意見を出し合います。 

自分たちの思いや意見は付箋紙に書い 

て広用紙にはっていきます。 

      ↓ 

 ④ 班内で意見交換を行います。 

（出し合った意見は尊重し合います。） 

      ↓ 

 ⑤ 出し合った意見をまとめます。 

      ↓ 

 ⑥ 各グループが話し合った結果を発表し、 

全体で共有します。 

      ↓ 

 ⑦ 皆様からいただいた意見を参考にしながらまちづくりを進めていきます。 

  （直ちにまちづくりに反映できなくても共通認識として保持します。） 

 

 

【ワークショップの風景】 

第２回目の日程：平成３０年８月１０日（金） 午後２時 

※後日、正式に開催のご案内をさせていただきます。 

ご意見等は付箋紙へ。 

資料 ２ 
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　　　　　　・・・　まちづくりセンター職員  　　　・・・　懇話会委員、学生

　 担当課職員

　席　次　表（イメージ）

廊

下

報 道

１班

３班

出入口

出入口

傍聴席

２
班

事務局

会

長

協議の仕方 ・・・・ ワークショップ形式で意見交換

１班 ・・・ ①地域防災、②防犯（子どもの見守り）について意見交換

２班 ・・・ ③被災者支援、④高齢者・障がい者・子育て問題について意見交換

３班 ・・・ ⑤担い手不足、⑥地域（世代間）交流・地域情報について意見交換
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●事務局案 

グループ名 題   名 

1班 

 地域防災力の向上について 

 子どもの防犯対策について 

２班 

 熊本地震で被災された方への支援について 

 高齢者とその家族や障がい者等の見守りと子育て世帯の孤立化

を防ぐための体制づくりについて 

３班 

 地域の担い手の育成について 

 地域・世代間交流の活性化及び地域情報受発信のあり方につい

て 

 

 

 

 

 


